
 
 
 





平成19年12月１日運用開始

注１）ここでいう「大きな噴石」とは、概ね20～30cm以上の、風の影響をほとんど受けずに弾道を描いて飛散する大きさのものとする。

注２）海域で噴火が発生した場合は、保全対象までの距離を考慮した上でレベルを決定する。

注３）硫黄岳火口外の硫黄岳山体において、噴気及び地熱活動がみられている領域を示す。

薩摩硫黄島　2023年１月11日に南東上空から撮影
　　　　　　海上自衛隊第１航空群の協力による

薩摩硫黄島の噴火警戒レベル
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レベル
火山活動の状況 想定される現象等名称種別

対象
範囲

●硫黄岳火口で噴火が発生し、大きな噴石、火砕流、
　溶岩流が居住地域に到達、あるいはそのような噴火
　の発生が切迫している。

観測事例なし

　　　　　
●薩摩硫黄島の陸域または周辺海域で噴火が発生し、
　大きな噴石、火砕流、溶岩流が居住地域に到達、あ
　るいはそのような噴火の発生が切迫している。

1934～1935年：東側海域で噴火（昭和硫黄島形成)

●硫黄岳火口で噴火が発生し、火口中心から１kmを超え
　概ね２km以内に大きな噴石が飛散。

●硫黄岳火口で噴火が発生し、火口中心から概ね１km以内
　に大きな噴石が飛散。

●硫黄岳火口で、火口中心から概ね１km以内に大きな噴石
　が飛散するような噴火の発生が予想される。

2003～2004年：継続時間の長い火山性微動、振幅の大きな火山性
　　　　　　　微動の発生

●居住地域から概ね２km以遠の海域で噴火が発生。

1934年：体に感じる規模の地震が多発（昭和硫黄島形成前）

●火山活動は静穏。状況により火口内に影響する程度
　の噴出の可能性あり。

●硫黄岳火口、薩摩硫黄島の陸域または周辺海域で噴
　火が発生し、溶岩流が居住地域の近くまで流下。

過去事例

過去事例

過去事例

過去事例

過去事例

居住地域に重大な被

害を及ぼす噴火が発

生、あるいは切迫し

ている状態にある。

危険な居住地域

からの避難等が

必要。

警戒が必要な居

住地域での高齢

者等の要配慮者

の避難、住民の

避難の準備等が

必要。

住民は通常の生
活。状況に応じて
高齢者等の要配
慮者の避難の準
備等。
登山禁止や入山
規制等危険な地
域への立入規制
等。

住民は通常の生

活。

火口周辺への立

入規制等。

状況に応じて火

口内への立入規

制等。

居住地域に重大な被

害を及ぼす噴火が発

生すると予想される

（可能性が高まって

いる）。

居住地域の近くまで

重大な影響を及ぼす

（この範囲に入った場

合には生命に危険が

及ぶ）噴火が発生、

あるいは発生すると

予想される。

火口周辺に影響を及

ぼす（この範囲に入

った場合には生命に

危険が及ぶ）噴火が

発生、あるいは発生

すると予想される。

火山活動は静穏。
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観測事例なし

●硫黄岳火口、薩摩硫黄島の陸域または周辺海域で大
　きな噴石、火砕流、溶岩流が居住地域に到達するよ
　うな噴火の発生が予想される。

観測事例なし過去事例

観測事例なし過去事例

●硫黄岳（硫黄岳火口外）
注３）
で噴火が発生し、居住地

　域に達しない範囲に大きな噴石が飛散。

●硫黄岳火口で、火口中心から１kmを超え概ね２km以内
　に大きな噴石の飛散や火砕流が流下するような噴火の
　発生が予想される。

●硫黄岳火口で、火口中心から概ね0.5km以内に大きな噴石
　が飛散するような噴火の発生が予想される。

過去事例

2013年５月：火山性地震が増加
1998～2004年、2013年、2019～2020年、2024～2025年：ごく小噴火


